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(57)【要約】
【課題】大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池で
あっても、蓄電要素を変形させずにハンドリングするこ
とが可能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶内に収容する
ことが可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容
易となる二次電池およびその製造方法を提供する。
【解決手段】電池缶を主容器ＣＡ１と該主容器よりも容
積の小さな副容器ＣＡ２とで構成し、この副容器ＣＡ２
に外部端子７を設け、当該副容器に電極群１を積層し、
この電極群１に設ける集電リード５を外部端子７と接続
し、その後、主容器ＣＡ１と共に組み付けて電池缶を構
築する構成の二次電池（ＲＢ１、ＲＢ２、ＲＢ３）およ
びその製造方法とした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した電極群を具備する蓄電要素を収容
し電解液が充填される電池缶を備える二次電池であって、
　前記電池缶は、主容器と、
　この主容器よりも容積が小さく、前記電極群が備える集電リードと接続される外部端子
を備え、前記電極群が積層され、当該集電リードが前記外部端子に接続され、前記蓄電要
素が構築される副容器と、から構成されており、
　前記蓄電要素が構築された前記副容器と前記主容器とを組み付けていることを特徴とす
る二次電池。
【請求項２】
前記集電リードの長さは、前記電極群の厚みの２倍以下であることを特徴とする請求項１
に記載の二次電池。
【請求項３】
前記副容器は、前記電極群を積層する面が平面であることを特徴とする請求項１または２
に記載の二次電池。
【請求項４】
前記副容器は箱状であって、前記電極群を積層する面の逆方向に開口部を備えていること
を特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の二次電池。
【請求項５】
前記外部端子は、前記開口部側に突出して設けられていることを特徴とする請求項４に記
載の二次電池。
【請求項６】
前記副容器は箱状であって、開口部を有する面に前記電極群を積層していることを特徴と
する請求項１から３のいずれかに記載の二次電池。
【請求項７】
前記外部端子は、前記開口部を形成する側面部に設けられていることを特徴とする請求項
６に記載の二次電池。
【請求項８】
前記副容器の前記電極群を積層する面に第一絶縁部材を介装したことを特徴とする請求項
１から７のいずれかに記載の二次電池。
【請求項９】
前記第一絶縁部材は、前記電極群の面積よりも大きな面積を有することを特徴とする請求
項８に記載の二次電池。
【請求項１０】
前記電極群を前記副容器に固定する固定部材を設けたことを特徴とする請求項９に記載の
二次電池。
【請求項１１】
前記第一絶縁部材と協働して前記電極群を挟持する第二絶縁部材を設け、この挟持体を前
記固定部材を介して所定の圧を付加した状態で前記副容器に押し付けて固定することを特
徴とする請求項１０に記載の二次電池。
【請求項１２】
前記第二絶縁部材に、前記固定部材を陥没させて装着可能とする凹部を設け、前記固定部
材を、前記第二絶縁部材の表面から突出させずに装着したことを特徴とする請求項１１に
記載の二次電池。
【請求項１３】
前記主容器は、前記電極群を一体に収容する外装ケースであって、前記副容器は、前記外
装ケースを密封する蓋部材であることを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載の
二次電池。
【請求項１４】
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正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した電極群を具備する蓄電要素を収容
し電解液が充填される電池缶を備える二次電池の製造方法であって、
　前記電池缶を主容器と該主容器よりも容積の小さな副容器とで構成し、この副容器に外
部端子を設け、当該副容器に前記電極群を積層し、この電極群に設ける集電リードを前記
外部端子と接続して電極群ユニットを構築し、その後、当該電極群ユニットと前記主容器
とを組み付けて密封することを特徴とする二次電池の製造方法。
【請求項１５】
前記電極群を前記副容器に積層する第一工程と、前記電極群に集電リードを設け、この集
電リードを前記副容器に設ける外部端子に接続して前記電極群を固定する第二工程と、前
記電極群が固定された副容器と前記主容器とを組み付けて電池缶を構築する第三工程と、
前記電池缶内に電解液を注液する第四工程とを有することを特徴とする請求項１４に記載
の二次電池の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池に関し、特に、正極板と負極板を複数層積層した積層型の二次電池
およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高エネルギー密度を有し小型軽量化が可能であることからリチウム二次電池が、
携帯電話やノート型パソコン等の携帯型電子機器の電源用電池として用いられている。ま
た、大容量化が可能であることから、電気自動車（ＥＶ）やハイブリッド電気自動車（Ｈ
ＥＶ）等のモータ駆動電源や、電力貯蔵用蓄電池としても注目されてきている。
【０００３】
　上記リチウム二次電池は、電池缶を構成する外装ケース内部に正極板と負極板とをセパ
レータを挟んで対向配置した電極群を収納し、電解液を充填し、複数の正極板の正極集電
タブに連結される正極集電リードと、この正極集電リードと電気的に接続される正極外部
端子と、複数の負極板の負極集電タブに連結される負極集電リードと、この負極集電リー
ドと電気的に接続される負極外部端子を備えた構成とされる。
【０００４】
　また、電極群としては、巻回型と積層型が知られている。巻回型の電極群は、正極板と
負極板との間にセパレータを介装して一体に巻回した構成であり、積層型の電極群は、正
極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した構成である。
【０００５】
　積層型の電極群を備えるリチウム二次電池においては、正極板と負極板とをセパレータ
を介して複数層積層した電極群を外装ケースに収容し、非水電解液で充填した構成とされ
、それぞれの正極板の正極集電タブに連結される正極集電リードと、この正極集電リード
と電気的に接続される外部端子、および、負極板の負極集電タブに連結される負極集電リ
ードと、この負極集電リードと電気的に接続される外部端子がそれぞれ設けられている。
【０００６】
　そのために、通常の二次電池は、一つの電池缶に一つの電極群を収容し、正極外部端子
と負極外部端子とがそれぞれ１個設けられている。また、大容量の二次電池を作製するた
めには、正極板および負極板の面積を大きくし、積層数を増加し、充填する電解液量も増
加させることが必要である。
【０００７】
　しかし、大きなサイズの電池缶に大面積の蓄電要素（積層型の電極群と集電リードとを
含む発電・蓄電部）を組み込む際に、正極板と負極板とセパレータとが積層構成された蓄
電要素を一体にハンドリングする場合には、自重の重い電極群が撓んだり歪んだりして、
電極間に隙間が生じる危険がある。
【０００８】
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　また、大容量の二次電池の集電リードは、大電流を流すために厚くなっている。集電リ
ードが厚くなると、微妙な位置調整を行うことが困難となって、集電リードを外部端子と
接続する際のリードの始末が悪くなってしまう。さらに、この集電リードが長くなると、
電気的抵抗が増大して電池特性が低下してしまう。そのために、この集電リードは、でき
るだけ短いほうが好ましい。
【０００９】
　しかし、蓄電要素を電池缶に収容した後で、蓄電要素に設ける集電リードを、電池缶側
の端子部に接続する構成では、接続を確実に行い、接続作業を容易とするためには、集電
リードは長くしておくことが望ましい。例えば、蓄電要素に一端が接続された集電リード
をＵ字状に湾曲させて外部端子と接続するようにしている非水電解質電池が公開されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００１－９３５７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　蓄電要素の大容量化を図るために、積層型の電極群の平面積を大きくすると、搬送の際
に撓んでしまいハンドリング性に問題が生じる。積層型の電極群が撓むと、静電気が発生
したり、隙間が生じたりして異物が混入し易くなって短絡リスクが生じる。このように、
製造時にハンドリング性が悪くなると、短絡などにより歩留まりが悪化し、材料ロスの原
因となるので好ましくない。
【００１２】
　また、電池缶内に蓄電要素を収容した後で、蓄電要素側の集電リードと電池缶側の外部
端子とを接続する構成では、接続位置を調節するために集電リードを長くしておく必要が
あると共に、電池缶内で接続作業を行うために作業性が悪くなってしまう。
【００１３】
　そのために、大面積の積層型の蓄電要素を用いる場合には、搬送の際に撓んだりしない
ようにして製造時のハンドリング性を良好とし、外部端子との接続作業も容易であること
が好ましい。
【００１４】
　また、大面積の積層型の蓄電要素を備えた構成であっても、蓄電要素を変形させずにハ
ンドリング可能な構成の二次電池であり、蓄電要素を撓ませないように電池缶内に組み付
け可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次電池の製造方法であるこ
とが好ましい。
【００１５】
　そこで本発明は、上記問題点に鑑み、大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池であ
っても、蓄電要素を変形させずにハンドリングすることが可能で、蓄電要素を撓ませずに
電池缶内に収容することが可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次
電池およびその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために本発明は、正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積
層した電極群を具備する蓄電要素を収容し電解液が充填される電池缶を備える二次電池で
あって、前記電池缶は、主容器と、この主容器よりも容積が小さく、前記電極群が備える
集電リードと接続される外部端子を備え、前記電極群が積層され、当該集電リードが前記
外部端子に接続され、前記蓄電要素が構築される副容器と、から構成されており、前記蓄
電要素が構築された前記副容器と前記主容器とを組み付けていることを特徴としている。
【００１７】
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　この構成によると、副容器に予め電極群を積層して蓄電要素を構築しておくので、支持
体上に直接積層された構成となって、蓄電要素を変形させずにハンドリングすることが可
能となり、自重の重い大型の蓄電要素であっても、撓ませずに電池缶内に収容することが
可能となる二次電池を得ることができる。また、電極群を積層する副容器に直接集電リー
ドを接続するので、集電リードが短い長さであっても外部端子との接続作業が容易となる
。また、副容器上で直接、集電リードを接続するので、各種の溶接方法を採用可能となっ
て、外部端子接続方法の設計自由度が増す。
【００１８】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記集電リードの長さは、前記電極群の厚
みの２倍以下であることを特徴としている。この構成によると、電極群を支持する副容器
に設ける外部端子に集電リードを直接接続するので、集電リードの長さを短くでき、例え
ば、電極群の厚みの２倍以下程度に短くすることで、接続作業時におけるリードの始末が
容易となり、箱状の外装ケース内で比較的長い集電リードを接続するのに比べて接続作業
が容易となる。
【００１９】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記副容器は、前記電極群を積層する面が
平面であることを特徴としている。この構成によると、平らな面に電極群を積層構成する
ので、積層作業を容易に行うことができ、積層構成された電極群の平面を維持したままハ
ンドリングすることができ、極板やセパレータなどが変形せず剥離も生じず、静電気や短
絡などの障害の発生を抑制することができる。
【００２０】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記副容器は箱状であって、前記電極群を
積層する面の逆方向に開口部を備えていることを特徴としている。この構成によると、箱
状であれば副容器の枠強度が増加して、電極群を変形させずに持ち運ぶことができる。
【００２１】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記外部端子は、前記開口部側に突出して
設けられていることを特徴としている。この構成によると、箱状の内部に外部端子を収納
するようにして設けることができる。
【００２２】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記副容器は箱状であって、開口部を有す
る面に前記電極群を積層していることを特徴としている。この構成によると、箱状であれ
ば副容器の枠強度が増加して、電極群を変形させずに持ち運ぶことができる。
【００２３】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記外部端子は、前記開口部を形成する側
面部に設けられていることを特徴としている。この構成によると、電極群の側面側に外部
端子が配設されるので、側方にある外部機器との接続を容易に行うことができる。
【００２４】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記副容器の前記電極群を積層する面に第
一絶縁部材を介装したことを特徴としている。この構成によると、電極群と容器との電気
的な絶縁を確実に図ることができる。
【００２５】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記第一絶縁部材は、前記電極群の面積よ
りも大きな面積を有することを特徴としている。この構成によると、電極群と容器との電
気的な絶縁を図ることに加えて、電極群の面強度を向上することができる。
【００２６】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記電極群を前記副容器に固定する固定部
材を設けたことを特徴としている。この構成によると、副容器に積層構成した電極群を、
積層面方向にずれる横ずれも、積層方向にずれる縦ずれも確実に防止することができ、持
ち運び中に、ずれたり剥離したりして生じる静電気や短絡などの障害の発生を抑制するこ
とができる。
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【００２７】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記第一絶縁部材と協働して前記電極群を
挟持する第二絶縁部材を設け、この挟持体を前記固定部材を介して所定の圧を付加した状
態で前記副容器に押し付けて固定することを特徴としている。この構成によると、電極群
を第一、第二絶縁部材を用いて挟持するので、電極群の絶縁性を確実に図ることができる
。また、所定の圧を付加した状態で固定するので、電極群を構成する複数の極板同士の密
着度を適当な密着度に維持することができると共に、ハンドリング時に電極群が他の部材
と接触して変形したり損傷したりするのを防止することができる。
【００２８】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記第二絶縁部材に、前記固定部材を陥没
させて装着可能とする凹部を設け、前記固定部材を、前記第二絶縁部材の表面から突出さ
せずに装着したことを特徴としている。この構成によると、主容器に対向する第二絶縁部
材の面上に突出物が存在せず平坦となって、余分な空間が生じない。
【００２９】
　また本発明は上記構成の二次電池において、前記主容器は、前記電極群を一体に収容す
る外装ケースであって、前記副容器は、前記外装ケースを密封する蓋部材であることを特
徴としている。この構成によると、蓋部材に直接電極群を積層して、その後で外装ケース
と共に組み付けて密封するので、組立工数が減って、組立コストを低減することができる
。また、蓋部材に予め積層しておくので、電極群を変形させずに持ち運ぶことが可能とな
り、製造時のハンドリング性に優れた二次電池となる。
【００３０】
　また本発明は、正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した電極群を具備す
る蓄電要素を収容し電解液が充填される電池缶を備える二次電池の製造方法であって、前
記電池缶を主容器と該主容器よりも容積の小さな副容器とで構成し、この副容器に外部端
子を設け、当該副容器に前記電極群を積層し、この電極群に設ける集電リードを前記外部
端子と接続して電極群ユニットを構築し、その後、当該電極群ユニットと前記主容器とを
組み付けて密封することを特徴としている。
【００３１】
　この構成によると、電池缶を構成する副容器に直接電極群を積層構成して蓄電要素を作
製するので、支持体上に直接蓄電要素を構築し、そのまま主容器に収容する構成となって
、蓄電要素を変形させずにハンドリングすることが可能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶
内に収容することが可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次電池の
製造方法を得ることができる。
【００３２】
　また本発明は上記構成の二次電池の製造方法において、前記電極群を前記副容器に積層
する第一工程と、前記電極群に集電リードを設け、この集電リードを前記副容器に設ける
外部端子に接続して前記電極群を固定する第二工程と、前記電極群が固定された副容器と
前記主容器とを組み付けて電池缶を構築する第三工程と、前記電池缶内に電解液を注液す
る第四工程とを有することを特徴としている。この構成によると、正極板と負極板とセパ
レータとを複数層積層した構成の電極群を撓ませることなく、電池缶内に収容し、集電リ
ードと外部端子との接続作業も容易となり、安全で確実な二次電池の製造方法となる。そ
のために、短絡などにより歩留まりが悪化することもなく、材料ロスも生じない効率のよ
い製造方法となる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、電池缶を主容器と該主容器よりも容積の小さな副容器とで構成し、こ
の副容器に外部端子を設け、当該副容器に電極群を積層し、この電極群に設ける集電リー
ドを外部端子と接続し、その後、主容器と共に組み付けて電池缶を構築する構成としたの
で、大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池であっても、積層された蓄電要素を変形
させずにハンドリングすることが可能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶内に収容すること
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が可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次電池およびその製造方法
を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る二次電池の第一実施形態の概要を示す斜視図である。
【図２】上記第一実施形態の二次電池の概略断面図である。
【図３Ａ】本発明に係る二次電池の第二実施形態を示す概略断面図である。
【図３Ｂ】本発明に係る二次電池の第三実施形態を示す概略断面図である。
【図４Ａ】ビス状の固定部材を装着した第一の変形例を示す概略斜視図である。
【図４Ｂ】第一の変形例の要部拡大図である。
【図５Ａ】バンド状の固定部材を装着した第二の変形例を示す概略斜視図である。
【図５Ｂ】第二の変形例の要部拡大図である。
【図６】二次電池の分解斜視図である。
【図７】二次電池が備える電極群の分解斜視図である。
【図８】二次電池の完成品を示す斜視図である。
【図９】電極群の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。また、同一構成部材については同
一の符号を用い、詳細な説明は適宜省略する。
【００３６】
　本発明に係る二次電池としてリチウム二次電池について説明する。例えば、図１に示す
本実施形態に係る二次電池ＲＢ１は、積層型のリチウム二次電池であって、正極板と負極
板とをセパレータを介して複数層積層した積層型の電極群１を備えた構成である。また、
それぞれの極板の面積を大きくし、積層数を増やすことで比較的大容量の二次電池となり
、電気自動車用蓄電池や電力貯蔵用蓄電池などに適用可能なものである。
【００３７】
　また、正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した電極群１を具備する蓄電
要素を収容し電解液が充填される電池缶を、主容器ＣＡ１と該主容器よりも容積の小さな
副容器ＣＡ２とで構成している。
【００３８】
　また、副容器ＣＡ２に外部端子７を設けている。そして、この副容器ＣＡ２に電極群１
を積層し、この電極群１に設ける集電リード５を外部端子７と接続して、副容器ＣＡ２に
予め蓄電要素を構築する構成としている。そのために、支持体となる副容器ＣＡ２上に蓄
電要素が設置された電極群ユニットを予め構築しておく構成となって、蓄電要素を変形さ
せずにハンドリングすることが可能となる。
【００３９】
　それから、構築された電極群ユニットに主容器ＣＡ１を組み付けて電池缶を構成する。
また、主容器ＣＡ１と副容器ＣＡ２とを、例えば溶接して、密閉された電池缶を作製し、
主容器ＣＡ１もしくは副容器ＣＡ２のいずれかに設けられる注液口から電解液を注液して
二次電池ＲＢ１を作製する。
【００４０】
　次に、外装ケース１１と蓋部材１２を備える積層型のリチウム二次電池ＲＢと電極群１
の具体的な構成について、図６～図９を用いて説明する。
【００４１】
　図６に示すように、積層型のリチウム二次電池ＲＢは平面視矩形とされ、それぞれが矩
形とされる正極板と負極板とセパレータとを積層した電極群１を備えている。また、底部
１１ａと側部１１ｂ～１１ｅを備えて箱型とされる外装ケース１１と蓋部材１２とから構
成される電池缶１０に収容して、外装ケース１１の側面（例えば、側部１１ｂ、１１ｃの
対向する二側面）に設ける外部端子１１ｆ（前述した外部端子７に相当）から充放電を行
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う構成としている。
【００４２】
　電極群１は、正極板と負極板とをセパレータを介して複数層積層した構成であって、図
７に示すように、正極集電体２ｂ（例えば、アルミニウム箔）の両面に正極活物質からな
る正極活物質層２ａが形成された正極板２と、負極集電体３ｂ（例えば、銅箔）の両面に
負極活物質からなる負極活物質層３ａが形成された負極板３とがセパレータ４を介して積
層されている。
【００４３】
　セパレータ４により、正極板２と負極板３との絶縁が図られているが、外装ケース１１
に充填される電解液を介して正極板２と負極板３との間でリチウムイオンの移動が可能と
なっている。
【００４４】
　ここで、正極板２の正極活物質としては、リチウムが含有された酸化物（ＬｉＣｏＯ２

，ＬｉＮｉＯ２，ＬｉＦｅＯ２，ＬｉＭｎＯ２，ＬｉＭｎ２Ｏ４など）や、その酸化物の
遷移金属の一部を他の金属元素で置換した化合物などが挙げられる。なかでも、通常の使
用において、正極板２が保有するリチウムの８０％以上を電池反応に利用し得るものを正
極活物質として用いれば、過充電などの事故に対する安全性を高めることができる。この
ような正極活物質としては、例えば、ＬｉＭｎ２Ｏ４のようなスピネル構造を有する化合
物、および、ＬｉＭＰＯ４（Ｍは、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅから選択される少なくとも１
種以上の元素）で表されるオリビン構造を有する化合物などが挙げられる。なかでも、Ｍ
ｎおよびＦｅの少なくとも一方を含む正極活物質がコストの観点から好ましい。さらに、
安全性および充電電圧の観点からは、ＬｉＦｅＰＯ４を用いるのが好ましい。
【００４５】
　また、負極板３の負極活物質としては、リチウムが含有された物質やリチウムの挿入／
離脱が可能な物質が用いられる。特に、高いエネルギー密度を持たせるためには、リチウ
ムの挿入／離脱電位が金属リチウムの析出／溶解電位に近いものを用いるのが好ましい。
その典型例は、粒子状（鱗片状、塊状、繊維状、ウィスカー状、球状および粉砕粒子状な
ど）の天然黒鉛もしくは人造黒鉛である。
【００４６】
　なお、正極板２の正極活物質に加えて、また、負極板３の負極活物質に加えて、導電材
、増粘材および結着材などが含有されていてもよい。導電材は、正極板２や負極板３の電
池性能に悪影響を及ぼさない電子伝導性材料であれば特に限定されず、例えば、カーボン
ブラック、アセチレンブラック、ケッチェンブラック、グラファイト（天然黒鉛、人造黒
鉛）、炭素繊維などの炭素質材料や導電性金属酸化物などを用いることができる。
【００４７】
　増粘材としては、例えば、ポリエチレングリコール類、セルロース類、ポリアクリルア
ミド類、ポリＮ－ビニルアミド類、ポリＮ－ビニルピロリドン類などを用いることができ
る。結着材は、活物質粒子および導電材粒子を繋ぎとめる役割を果たすものであり、ポリ
フッ化ビニリデン、ポリビニルピリジン、ポリテトラフルオロエチレンなどのフッ素系ポ
リマーや、ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン系ポリマーや、スチレン
ブタジエンゴムなどを用いることができる。
【００４８】
　また、セパレータ４としては、微多孔性の高分子フィルムを用いることが好ましい。具
体的には、ナイロン、セルロースアセテート、ニトロセルロース、ポリスルホン、ポリア
クリロニトリル、ポリフッ化ビニリデン、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリブテンな
どのポリオレフィン高分子からなるフィルムが使用可能である。
【００４９】
　また、電解液としては、有機電解液を用いることが好ましい。具体的には、有機電解液
の有機溶媒として、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカーボネ
ート、ジエチルカーボネート、ジメチルカーボネート、メチルエチルカーボネート、γ―
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ブチロラクトンなどのエステル類、テトラヒドロフラン、２－メチルテトラヒドロフラン
、ジオキサン、ジオキソラン、ジエチルエーテル、ジメトキシエタン、ジエトキシエタン
、メトキシエトキシエタンなどのエーテル類、さらに、ジメチルスルホキシド、スルホラ
ン、メチルスルホラン、アセトニトリル、ギ酸メチル、酢酸メチルなどが使用可能である
。なお、これらの有機溶媒は、単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して使用して
もよい。
【００５０】
　さらに、有機溶媒には電解質塩が含まれていてもよい。この電解質塩としては、過塩素
酸リチウム（ＬｉＣｌＯ４）、ホウフッ化リチウム、六フッ化リン酸リチウム、トリフル
オロメタンスルホン酸（ＬｉＣＦ３ＳＯ３）、フッ化リチウム、塩化リチウム、臭化リチ
ウム、ヨウ化リチウムおよび四塩化アルミン酸リチウムなどのリチウム塩が挙げられる。
なお、これらの電解質塩は、単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して使用しても
よい。
【００５１】
　電解質塩の濃度は特に限定されないが、約０．５～約２．５ｍｏｌ／Ｌであれば好まし
く、約１．０～２．２ｍｏｌ／Ｌであればより好ましい。なお、電解質塩の濃度が約０．
５ｍｏｌ／Ｌ未満の場合には、電解液中においてキャリア濃度が低くなり、電解液の抵抗
が高くなる虞がある。一方、電解質塩の濃度が約２．５ｍｏｌ／Ｌよりも高い場合には、
塩自体の解離度が低くなり、電解液中のキャリア濃度が上がらない虞がある。
【００５２】
　電池缶１０は、外装ケース１１と蓋部材１２とを備え、鉄、ニッケルメッキされた鉄、
ステンレススチール、およびアルミニウムなどからなる。また、本実施形態では、図８に
示すように、電池缶１０は、外装ケース１１と蓋部材１２とが組み合わされたときに、外
形形状が実質的に扁平角型形状となるように形成されている。
【００５３】
　外装ケース１１は、略長方形状の底面を持つ底部１１ａと、この底部１１ａから立設し
た４面の側部１１ｂ～１１ｅを有する箱型状とされ、この箱型状内部に電極群１を収容す
る。電極群１は、正極板の集電タブに連結される正極集電リードと、負極板の集電タブに
連結される負極集電リードを備え、これらの集電タブと電気的に接続される外部端子１１
ｆが外装ケース１１の側部にそれぞれ設けられている。外部端子１１ｆは、例えば、対向
する二側部１１ｂ、１１ｃの二箇所に設けられる。また、１０ａは注液口であって、ここ
から電解液を注液する。
【００５４】
　外装ケース１１に電極群１を収容し、それぞれの集電リードを外部端子に接続した後、
蓋部材１２を外装ケース１１の開口縁に固定する。すると、外装ケース１１の底部１１ａ
と蓋部材１２との間に電極群１が挟持され、電池缶１０の内部において電極群１が保持さ
れる。なお、外装ケース１１に対する蓋部材１２の固定は、例えば、レーザ溶接などによ
ってなされる。また、集電リードと外部端子との接続は、超音波溶接やレーザ溶接、抵抗
溶接などの溶接以外に、電解液によって侵されない場合は、導電性接着剤などを用いて行
うこともできる。
【００５５】
　上記したように、リチウム二次電池ＲＢは、正極板２と負極板３とをセパレータ４を介
して複数層積層した電極群１と、この電極群１を収容し電解液が充填される外装ケース１
１と、外装ケース１１に設ける外部端子１１ｆと、正負の極板と外部端子１１ｆとを電気
的に接続する正負の集電リードと、外装ケース１１に装着される蓋部材１２と、を備えた
構成である。
【００５６】
　外装ケース１１に収容された電極群１は、図９に示すように、正極集電体２ｂの両面に
正極活物質層２ａが形成された正極板２と、負極集電体３ｂの両面に負極活物質層３ａが
形成された負極板３とがセパレータ４を介して積層され、さらに両端面にセパレータ４を
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配設しているので、積層電極群１の上面は、絶縁性を有するセパレータ４が積層されてい
る。そのために、この面に直接蓋部材１２を当接させることができ、蓋部材を介して所定
の圧で押さえ付けることも可能である。
【００５７】
　また、電池缶の外で電極群１を作製し、作製された電極群を電池缶内に収容する構成の
二次電池では、それぞれが箔状の正極板と負極板とセパレータとが数十層積層された構成
の電極群１を、変形させずに、撓ませずに、電池缶内に収容することが肝要である。
【００５８】
　電極群１が変形したり撓んだりしたりすると、極板を構成する電極が擦れたり、電極間
に隙間が生じたりする際に、静電気が発生して、異物混入などによる短絡リスクが高まる
。そのために、本実施形態では、電池缶を構成する容器の一方に直接、電極群１を構築す
ることで、支持体上に直接積層する構成として、積層体である電極群１を撓ませずにハン
ドリング可能にしたものである。次に、電池缶を構成する容器の一方に電極群１を構築し
た二次電池の構成例について、図１～図５を用いて説明する。
【００５９】
　図１に示す第一実施形態の二次電池ＲＢ１は、前述したように、電池缶を主容器ＣＡ１
と該主容器よりも容積の小さな副容器ＣＡ２とで構成し、この副容器ＣＡ２に外部端子７
（前述した外部端子１１ｆに相当）を設け、当該副容器ＣＡ２に電極群１を積層し、この
電極群１に設ける集電リード５を外部端子７と接続し、その後、主容器ＣＡ１と共に組み
付けて電池缶を構築している。
【００６０】
　副容器ＣＡ２は、平板状でも箱型状であってもよい。例えば、図２の側面図に示すよう
に、副容器ＣＡ２が平板状であれば、この平板状の副容器ＣＡ２の上に、電極群１を備え
る蓄電要素を予め一体に組み付けることができる。
【００６１】
　また、電極群１を積層する面が平面であれば、平らな面に電極群１を積層構成するので
、積層作業を容易に行うことができ、積層構成された電極群１の平面度を維持したままハ
ンドリングすることができ、極板やセパレータなどが変形せず剥離も生じず、静電気や短
絡などの障害の発生を抑制することができる。
【００６２】
　例えば、電極群１を電池缶の外部で積層構成し、積層構成されたこの電極群１を２本爪
タイプの支持部材を用いて搬送する場合には、爪部で支持していない部分が撓んで電極が
擦れたり電極間に隙間が出来たりする。また、平板状の支持部材を用いて搬送しても、電
池缶内に収める際に、積層体を撓ませずに収容することは困難である。
【００６３】
　そのために、電池缶を構成する副容器ＣＡ２に直接積層体を構築する本実施形態によれ
ば、自重の重い大型の蓄電要素であっても、撓ませずに電池缶内に収容することが可能と
なる二次電池を得ることができる。また、電極群１を積層する副容器ＣＡ２上で集電リー
ド５と外部端子７との接続作業を行うので、接続作業が容易となる。また、副容器ＣＡ２
上の広い空間を利用して接続作業を行うことができるので、各種の溶接方法を採用可能と
なり、外部端子接続方法の設計自由度が増すことになって好ましい。
【００６４】
　平板状の副容器ＣＡ２に外部端子７を設ける場合は、平板状の副容器ＣＡ２を貫通する
ように外部端子７設け、電極群１の載置面側に露出した外部端子の端部に集電リード５を
接続する構成となるので、それぞれの極板の集電タブと接続している集電リード５を少し
湾曲させた形状として接続固定することができる。そのために、集電リード５の長さを短
くできる。
【００６５】
　このように、電極群１を支持する副容器ＣＡ２に設ける外部端子７に集電リード５を直
接接続するので、集電リード５の長さを短くでき、例えば、電極群１の厚みの２倍以下程



(11) JP 2012-84424 A 2012.4.26

10

20

30

40

50

度に短くすることで、接続作業時におけるリードの始末が容易となり、箱状の外装ケース
内で比較的長い集電リードを接続するのに比べて接続作業が容易となって好ましい。
【００６６】
　また、電極群１と容器との電気的な絶縁を図るために、電極群１を所定厚みの絶縁部材
で挟持することが好ましい。例えば、積層する面に第一絶縁部材６Ａを介装する。このよ
うな構成であれば、電極群１と容器との電気的な絶縁を確実に図ることができる。また、
第一絶縁部材６Ａと協働して電極群１を挟持する第二絶縁部材６Ｂを設ける構成としても
よい。
【００６７】
　第一絶縁部材６Ａ、および第二絶縁部材６Ｂを備える構成であれば、電極群１を第一、
第二絶縁部材６Ａ、６Ｂを用いて挟持するので、電極群１の絶縁性を確実に図ることがで
きると共に、ハンドリング時に、電極群１が他の部材と接触して変形したり損傷したりす
るのをさらに良好に防止することができる。
【００６８】
　この第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂとしては、例えば、厚み３ｍｍのＰＴＦＥを用いる
ことができる。
【００６９】
　第一絶縁部材６Ａ、および、第二絶縁部材６Ｂは、電極群１の面積よりも大きな面積を
有することが好ましい。この構成であれば、電極群１と容器との電気的な絶縁を図ること
に加えて、電極群１の面強度を向上することができる。
【００７０】
　また、副容器ＣＡ２上に積層される電極群１は、固定部材を介して副容器ＣＡ２に固定
されていることが好ましい。また、第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂが電極群１の面積より
も大きな面積を有する構成とし、この第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂを介して固定部材を
装着することが好ましい。
【００７１】
　電極群１を固定した構成であれば、副容器ＣＡ２に積層構成した電極群１を、積層面方
向にずれる横ずれも、積層方向にずれる縦ずれも確実に防止することができ、ハンドリン
グ時に、ずれたり剥離したりして生じる静電気や短絡などの障害の発生を抑制することが
できて好ましい。
【００７２】
　次に、第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂを介して固定部材を装着した構成例について、図
４、図５を用いて説明する。
【００７３】
　例えば、図４Ａに示す第一の変形例のように、第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂを貫通す
るビス部材８Ａを用いて、電極群１を、第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂと共に副容器ＣＡ
２に固定することができる。また、このビス状の固定部材を装着する場合には、電極群１
を第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂを用いて所定の圧を付加した状態でしっかり挟持するこ
とが好ましい。このように、所定の圧を付加した状態で固定する構成であれば、電極群１
の絶縁性を確実に図ることができると共に、電極群１を構成する複数の極板同士の密着度
を適度な密着度に保持することができる。また、電極群１が他の部材と接触して変形した
り損傷したりするのを防止することができる。
【００７４】
　また、図５Ａに示す第二の変形例のように、ビス部材８Ａに替えてバンド部材８Ｂを用
いて、電極群１を第一、第二絶縁部材６Ａ、６Ｂと共に、副容器ＣＡ２に固定することが
できる。このバンド状の固定部材を装着した構成であっても、電極群１を第一、第二絶縁
部材６Ａ、６Ｂを用いて所定の圧を付加した状態でしっかり挟持することが好ましい。こ
のように、バンド部材８Ｂを用いて所定の圧を付加した状態で固定することで、電極群１
の絶縁性を確実に図ることができると共に、電極群１を構成する複数の極板同士の密着度
を適度な密着度に保持することができる。また、電極群１が他の部材と接触して変形した
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り損傷したりするのを防止することができる。
【００７５】
　ビス部材８Ａやバンド部材８Ｂなどの固定部材を取り付ける第二絶縁部材６Ｂの面は、
これらの固定部材が突出しないように凹部を形成しておくことが好ましい。例えば、ビス
部材８Ａを用いる場合には、図４Ｂに示すように、ビス部材８Ａの頭部を陥没可能な穴状
の凹部６Ｂａを設ける。バンド部材８Ｂを用いる場合は、図５Ｂに示すように、バンド部
材８Ｂを陥没可能な溝状の凹部６Ｂｂを設ける。このような構成であれば、主容器ＣＡ１
に対向する第二絶縁部材６Ｂの面上に突出物が存在せず平坦となって、余分な空間が生じ
ない。また、これらのビス部材８Ａおよびバンド部材８Ｂは、共に、耐熱性と耐薬品性と
絶縁性を備える部材であることが好ましく、例えば、ＰＴＦＥ、ＰＥＥＫ、ＥＴＦＥ、Ｆ
ＥＰ、ＰＦＡなどの樹脂製を用いることができる。
【００７６】
　次に、副容器ＣＡ２を箱型状とした構成例について図３Ａ、図３Ｂを用いて説明する。
【００７７】
　図３Ａには、開口部を下向きとして、開口部の逆側に電極群１を積層した構成の第二実
施形態の二次電池ＲＢ２を示している。このように、電極群１を積層する面ＣＡａの逆方
向に開口部を備えた構成の箱状の副容器ＣＡ２Ａであれば、容器としての枠強度が増加し
て、電極群１を変形させずにハンドリングすることができる。
【００７８】
　また、開口部を下向きにした二次電池ＲＢ２は、その外部端子７を、開口部側の面ＣＡ
ｂに突出して設けても、その突出部を箱状の枠内に収納することができる。そのために、
二次電池ＲＢ２のハンドリングの際に、外部端子７を保護することができ、他の部材や装
置と当接して損傷することを防止できる。
【００７９】
　図３Ｂに示す第三実施形態の二次電池ＲＢ３は、開口部を上向きにして、この開口部側
の面ＣＡｂに電極群１を積層した構成の箱状の副容器ＣＡ２Ｂを備えた例である。このよ
うな副容器ＣＡ２Ｂを備えた構成でも、容器としての枠強度が増加して、電極群１を変形
させずにハンドリングすることができる。
【００８０】
　また、開口部を上向きにした副容器ＣＡ２Ｂは、その外部端子７を、開口部を形成する
側面部ＣＡｃに設けてもよい。この構成であれば、電極群１の側面側に外部端子７が配設
されるので、側方にある外部機器との接続を容易に行うことができる。
【００８１】
　上記で説明した電池缶を構成する主容器ＣＡ１と副容器ＣＡ２、ＣＡ２Ａ、ＣＡ２Ｂは
、例えば、主容器ＣＡ１が電極群１を一体に収容する外装ケース１１に相当し、副容器Ｃ
Ａ２、ＣＡ２Ａ、ＣＡ２Ｂは、この外装ケース１１を密封する蓋部材１２に相当する。
【００８２】
　蓋部材１２は外装ケース１１よりも小さな容積を有しているので、電池缶を構成する二
番目に大きな容積を有する構成部材に電極群１を積層しているといえる。また、蓋部材１
２は、電極群１の面積よりも大きな面積を有しているので、電極群１より大きな面積を有
する構成部材に電極群１を直接積層しているといえる。
【００８３】
　また、蓋部材１２に電極群１を積層する構成であれば、蓋部材１２に直接電極群１を積
層して、その後で外装ケース１２と共に組み付けて密封するので、組立工数が減って、組
立コストを低減することができる。また、蓋部材１２に予め積層しておくので、電極群１
を変形させずに持ち運ぶことが可能となり、製造時のハンドリング性に優れた二次電池と
なって好ましい。
【００８４】
　次に、大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池であっても、支持体上に直接積層す
る構成として、積層された蓄電要素を変形させずにハンドリングすることが可能で、蓄電
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要素を撓ませずに電池缶内に収容することが可能で、集電リードと外部端子との接続作業
も容易となる二次電池の製造方法についてさらに説明する。
【００８５】
　本実施形態に係る二次電池の製造方法は、電池缶を主容器と該主容器よりも容積の小さ
な副容器とで構成し、この副容器に外部端子を設け、当該副容器に電極群を積層し、この
電極群に設ける集電リードを外部端子と接続して電極群ユニットを構築し、その後、当該
電極群ユニットと前記主容器とを組み付けて密封する製造方法である。
【００８６】
　この製造方法であれば、電池缶を構成する副容器に直接電極群を積層構成して、そのま
ま主容器に収容するので、積層された蓄電要素を変形させずにハンドリングすることが可
能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶内に収容することが可能で、集電リードと外部端子と
の接続作業も容易となる二次電池の製造方法となる。
【００８７】
　また、この製造方法は、電極群を副容器に積層する第一工程と、電極群に集電リードを
設け、この集電リードを副容器に設ける外部端子に接続して電極群を固定する第二工程と
、電極群が固定された副容器と主容器とを組み付けて電池缶を構築する第三工程と、電池
缶内に電解液を注液する第四工程とを有しているといえる。
【００８８】
　この構成であれば、正極板と負極板とセパレータとを複数層積層した構成の電極群を撓
ませることなく電池缶内に収容し、集電リードと外部端子との接続作業も容易となり、安
全で確実な二次電池の製造方法となる。そのために、短絡などにより歩留まりが悪化する
こともなく、材料ロスも生じない効率のよい製造方法となって好ましい。
【００８９】
　上記した本発明方法によって製造される二次電池は、平坦な副容器上に積層体である電
極群を作製するので、電極群の積層作業が容易となる。また、集電リードと外部端子とを
接続する電気的な接続作業も容易となって、製造時の作業性が向上する。さらに、支持体
上に直接積層された構成となるので、大面積の積層体であっても、積層体である電極群を
撓ませずにハンドリング可能となって、積層体を構成する極板上の電極が擦れたり、電極
間に隙間が生じたりせずに、異物混入などによる短絡リスクを低減することができる。
【００９０】
　上記したように、本発明に係る二次電池によれば、電池缶を、主容器と、この主容器よ
りも容積が小さく、電極群が備える集電リードと接続される外部端子を備え、電極群が積
層され、当該集電リードが外部端子に接続されて、蓄電要素が構築される副容器と、から
構成したので、電池缶を構成する副容器に蓄電要素が予め構築される構成となる。そのた
めに、大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池であっても、積層された蓄電要素を変
形させずにハンドリングすることが可能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶内に収容するこ
とが可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次電池を得ることができ
る。
【００９１】
　また、本発明に係る二次電池の製造方法によれば、電池缶を主容器と該主容器よりも容
積の小さな副容器とで構成し、この副容器に外部端子を設け、当該副容器に電極群を積層
し、この電極群に設ける集電リードを外部端子と接続して電極群ユニットを構築し、その
後、当該電極群ユニットと主容器とを組み付けて密封する構成としたので、支持体上に蓄
電要素を構築した電極群ユニットを主容器にそのまま収容する製造方法となる。そのため
に、大面積の積層型の蓄電要素を備えた二次電池であっても、積層された蓄電要素を変形
させずにハンドリングすることが可能で、蓄電要素を撓ませずに電池缶内に収容すること
が可能で、集電リードと外部端子との接続作業も容易となる二次電池の製造方法を得るこ
とができる。
【００９２】
　また、副容器上で直接、集電リードを接続するので、リード長さを短くできる。さらに
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、各種の溶接方法を採用可能となって、外部端子接続方法の設計自由度が増す。
【００９３】
　また、積層構成される極板やセパレータなどが変形せず剥離も生じず、静電気や短絡な
どの障害の発生を抑制することができるので、短絡などにより歩留まりが悪化せず、材料
ロスも生じない効率のよい製造方法となる。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　そのために、本発明に係る二次電池およびその製造方法は、大型化および性能安定化が
求められる大容量の蓄電池およびその製造方法に好適に利用可能となる。
【符号の説明】
【００９５】
　　　１　　電極群
　　　２　　正極板
　　　３　　負極板
　　　４　　セパレータ
　　　５　　集電リード
　　　６Ａ　第一絶縁部材
　　　６Ｂ　第二絶縁部材
　　　７　　外部端子
　　　８Ａ　ビス部材（固定部材）
　　　８Ｂ　バンド部材（固定部材）
　　１０　　電池缶
　　１１　　外装ケース
　　１２　　蓋部材
　　ＣＡ１　主容器
　　ＣＡ２　副容器
　　ＲＢ、ＲＢ１～ＲＢ３　　二次電池
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